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免責事項 

 

【本資料をご利用いただく際の注意点】  

本資料は、アンティークコインの鑑識に関する知識の提供を目的としたものであ

り、特定の商品の売買を勧誘したり、将来の利益を保証したりするものではありま

せん。 

掲載されている情報は執筆時点の調査に基づいておりますが、アンティークコイン

市場や偽造技術は日々変化しています。 

最終的な購入の決定や真贋の判断は、読者ご自身の責任において行っていただきま

すようお願い申し上げます。 

万一、本資料の情報に基づいて被ったいかなる損害についても、著者および発行元

は一切の責任を負いかねます。 

 

 

 

 

 

 



 

序章：投資家の9割が陥る「数字の信仰」を捨てろ 

 

「スラブケースに入っているから安心」という思い込みが、最

大の危機を招く。 

「PCGSやNGCのスラブ（鑑定ケース）に入っていれば安心だ」 

もしあなたがそう信じているなら、このガイドはあなたの資産を守る「最後の砦」

になります。 

残酷な現実をお伝えしなければなりません。アンティークコイン市場には「数字

（グレード）は本物だが、中身は死んでいるコイン」が溢れています。 

 大手鑑定会社のケースに入っているものを買ったはずなのに、いざ数年後に売却し

ようとしたら、専門ディーラーからこう告げられるのです。 

「数字はMS65ですが、中身は過去に洗浄された痕跡があり、輝きが死んでいます。

相場の半値でも買い手はつかないでしょう」 

これは架空の話ではありません。こうした「事故物件」を知らずに掴まされている

投資家たちが多くいます。彼らは「偽物を掴んだ」のではありません。 

「市場価値のない本物」を掴まされたのです。 

本書は、教科書的な知識を並べたものではありません。実際の市場で取引を行い、

時には資金で痛みを伴う失敗を経験した生きた情報を元に、現場の血と汗から導き

出した「生存戦略（サバイバル・マニュアル）」です。 

 



• なぜ、同じグレードでも価格が2倍違うのか？ 

• どうすれば、スマホ1つで「地雷コイン」を5秒で見抜けるか？ 

• 税関という「50万円の壁」をどう突破するか？ 

本書には、これら全ての答えがあります。 ページをめくる前に、一つだけ約束して

ください。  

「感情でコインを買わないこと」 これより先は、データとプロトコル（手順）だけ

が、あなたの資産を守ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第1章：鑑定グレードの「不都合な真実」 

 

多くの初心者が陥る最大の罠。 

それは「グレード（数字）」への盲信です。 「MS65ならMS64より優れている」「

PF70だから価値が上がる」——この単純な思い込みこそが、あなたをカモにする最大

の要因です。 

本章では、スラブケースの裏側に隠された、プロだけが知る評価基準を解き明かし

ます。 

1. 1数字を信じた瞬間、負けが始まる 

PCGSやNGCといった第三者機関によるグレーディングは、投資における「最低限の

フィルター」に過ぎません。 

グレードとは、あくまでその時点での「物理的な保存状態（傷の少なさ）」を数値

化したものであり、「コインの美しさ」や「将来の流動性」を完全に保証するもの

ではないからです。 

事実、PCGSなどの鑑定機関自身も、公式サイトにおいて「Eye Appeal（見た目の印

象）」がグレーディングの最終決定において極めて重要であると認めています。 

市場には、「数字だけは高いが、美しくないコイン」が山のように存在します。こ

れらはプロのディーラーや収集家から見放され、知識のない初心者向けオークショ

ンへと流れていきます。 

数字だけを見て購入ボタンを押す行為は、プロが見捨てた「残り物」を拾う行為に

他なりません。 

 

 



 

1.2 同じグレードでも「価値が2倍」変わる4つの要素 

なぜ、同じ「MS65」のラベルが貼られているのに、Aのコインは100万円で即

決され、Bのコインは50万円でも売れ残るのでしょうか？  

プロの現場では、数字の裏側にある以下の4つの要素で価値を厳格に差別化し

ています。 

 

1.​打刻の鮮明さ（Strike）  

コインは金型で金属を叩いて作られます。新しい金型で強く打たれたコイン

（Full Strike）は、髪の毛の1本1本までくっきりと浮かび上がります。 

一方、使い古された金型で打たれたコインは、細部がぼやけてのっぺりとし

ています。  

同じMS65でも、打刻が甘い個体は「眠たいコイン」と呼ばれ、市場価値は著

しく下がります。 

 

2.​ 表面の輝き（Luster）  

未使用コインの命は「光沢」です。当時のままの製造時の輝き（Mint Luster

）は、コインを傾けると「車輪が回るように（Cartwheel effect）」光が回

転します。  

逆に、過去に薬品で洗浄されたコインは、表面が不自然にギラギラと一様に

光ります。 

これは数字上は高いグレードがついても、愛好家からは最も嫌われる「死ん

だ光」です。 



 

3.​ 色調（Tone） 

 特に銀貨において、経年変化による変色（トーン）は評価を分けます。 

 虹色や琥珀色に美しく変化した「レインボートーン」は、時に数字以上のプ

レミア価格を生みます。 

しかし、保管環境が悪く、ドス黒くまだらに変色したトーンは「汚れ」と見

なされ、価値を下げます。 

 

4.​来歴（Provenance）  

「誰が持っていたか」という履歴です。 

有名なコレクション（例：パラマウント・コレクション等）出身のコイン

は、それだけで「真贋」と「品質」が保証されるため、無名の同グレード品

より2～3割高く取引されることが常識です。 

 

 

 



 

1.3 【事例研究】数字に踊らされた投資失敗の典型例 

ここでは、実際にあった失敗事例（Aさん・Bさん）を分析します。これらは他人事

ではありません。 

 

【事例A：安物買いの銭失い】 

• 状況: Aさんはオークションで、相場より2割安い「MS65」の金貨を発見。「これ

は掘り出し物だ！」と飛びつき、落札しました。 

• 真実: 届いたコインは、打刻（Strike）が弱く、王冠の模様が潰れていました。

さらに輝き（Luster）も鈍いものでした。 

• 結末: 数年後に売却しようとしましたが、ディーラーの査定は「MS65の数字はつ

いていますが、実質的な評価はMS63相当です」とのこと。結局、購入価格の半値以

下で手放すことになりました。 

• 教訓: 「理由のない安さ」には、必ず裏がある。 市場は効率的であり、誰も気づ

いていない安値など存在しない。 

 

 



【事例B：最高鑑定への出口なき執着】 

• 状況: Bさんは「最高鑑定なら間違いない」と信じ、発行枚数の多いモダンコイン

の「PF70」を300万円で購入しました。 

• 真実: そのコインは現代の技術で作られているため、実は「70」がつくこと自体

が珍しくありませんでした。市場には同じPF70が何百枚も溢れていました。 

• 結末: 売りたくても、同じ商品を安く売るライバルが多数おり、買い手がつきま

せんでした。希少性（Rarity）よりも状態（Grade）を優先しすぎた結果です。 

• 教訓: 「数字」だけでなく「現存枚数（ポピュレーション）」を見なければ、出

口で詰む。 

 

 

 



1.4 「1段階上のグレード」への執着が損を生む 

投資家として成功するためには、「MS64よりMS65」「PF69よりPF70」という単純な

優劣思考を捨てて、「ROI（投資対効果）」を考える必要があります。 

「価格の断絶」を知る： 

市場では、MS64からMS65に上がった瞬間に、価格が3倍になることがあります。しか

し、コインの実物を見比べたとき、その美しさに3倍の差があることは稀です。 

 すでに価格が天井（最高値）に達している最高グレードを買うよりも、あえて「ワ

ンランク下の、極めて美しい個体（ハイエンドのMS64）」を安く仕入れる方が、下

値リスクが低く、将来の値上がり幅（アップサイド）を狙いやすいケースが多々あ

ります。 

これを私は「投資の安全圏（Safety Zone）」と呼んでいます。見栄で最高得点を買

うのではなく、実利で「勝てるゾーン」を選んでください。 

 

 

 



1.5 スラブの中に潜む「事故物件」 

「ケースに入っていれば完品」ではありません。以下の3つのケースは、プロが避け

る「事故物件」の代表例です。 

① オールドホルダーの罠 

 20年～30年前に鑑定された古いケース（オールドホルダー）は、一部の愛好家に人

気ですが、リスクも孕んでいます。 

当時の鑑定基準は現在よりも「甘い」場合があるのです。 「昔のMS65」を割って再

鑑定に出したら、「今の基準ではMS63」に格下げされる——これは頻繁に起きる悲劇

です。オールドホルダーの中身を盲信してはいけません。 

​

② ケース内劣化（環境ダメージ）  

スラブケースは完全密閉ではありません。高温多湿な日本の環境などで長期間放置

されると、ケースの隙間から湿気が入り、内部でコインが腐食（塩化）したり、ミ

ルクスポット（白い斑点）が出たりします。  

スラブ表面が綺麗でも、中のコインの縁に「緑青（ろくしょう）」や「黒ずみ」が

ないか、ルーペで確認する必要があります。 

③ 「Details」にならなかった修復品  

これが最も恐ろしいケースです。本来なら「Cleaned（洗浄あり）」としてDetails

評価（数字がつかない評価）になるべきコインが、鑑定士の見落としや、ギリギリ

の判定で数字グレードを得てしまうことがあります。  

これを見抜くには、第2章で解説する「光沢のチェック」が必須となります。 

 

 



第2章：【最重要】購入前即時判定プロトコル：　命綱
チェックリスト 

 

2.1 判定の鉄則：「疑わしきは、即座に撤退せよ」 

アンティークコインの世界において、一度支払った資金を取り戻すのは至難の業で

す。海外のセラーと英語で返品交渉をし、税関に還付手続きを行う労力は、あなた

の精神を削り取ります。 

プロの鑑定士が最も大切にしているのは、素晴らしいコインを見つける「選球眼」

ではなく、「わずかな違和感」を察知して取引を中止する「撤退力」です。 

 本章では、過去の失敗事例と市場データを徹底的に分析して構築した、現場での「

5秒判定」プロセスを公開します。 

ルールは一つだけ。  

これから挙げるチェックリストのうち、1つでも「No（不合格）」があれば、どんな

に魅力的な価格であっても、その取引は「即中止」してください。 

「もしかしたら本物かも？」という期待は、資産を溶かす悪魔の囁きです。 

 

 

 

 

2.2 ステップ1：デジタル・シールド（公式データベース照合） 



まず最初に行うべきは、手元のスマホを使った「スラブ（鑑定ケース）のデジタル

鑑識」です。近年、スラブケースそのものを偽造する精巧な技術が出回っていま

す。 

① シリアル番号の入力（必須） 

 PCGSまたはNGCの公式サイト、あるいは公式アプリ（PCGS Cert Verification等）

を開き、スラブに記載されたシリアル番号を入力してください。 

② 画像の完全一致確認  

多くの鑑定品は、公式サイトに高解像度の画像が登録されています。ここで以下の

ポイントを照合します。 

• 傷の位置： コイン表面の小さな傷（Bag mark）の位置は、指紋と同じで1枚ずつ

異なります。これが完全に一致するか？ 

• トーンの広がり： 黒ずみや変色のパターンは一致するか？ 

• 刻印のズレ： 文字の打刻位置にミクロン単位のズレはないか？ 

【Yes/No 判定】 

• 公式画像と、目の前のコイン（出品写真）の特徴が一致しない。 

    ◦ → 判定：即NG（撤退） 

    ◦ 理由： 中身がすり替えられているか、スラブごと偽造された可能性が極めて

高いです。 

※補足：画像がない場合 古い鑑定品（オールドホルダー）などで公式画像がない場

合は、次のステップ2、3の物理チェックをより慎重に行う必要があります。 

2.3 ステップ2：スラブそのものの「健全性」を疑う 

コインそのものを見る前に、それを守るプラスチックケースの状態を確認します。 



① 開封痕（Tampering）の確認 

悪質な業者は、スラブの継ぎ目を一度こじ開け、中身を安価なコインや偽物とすり

替えて再接着する手口を使います。 ケースの縁（エッジ）全周を光に透かして見て

ください。 

• 白濁（Frosting）： プラスチックに過度な力が加わって白く濁っている箇所はな

いか？ 

• 接着剤の跡： 不自然に透明な液体が固まった跡や、気泡がないか？ 

• 隙間： 爪が入るような隙間や歪みはないか？ 

【Yes/No 判定】 

• ケースに白濁、歪み、開封の痕跡が見られる。 

    ◦ → 判定：購入延期（またはNG） 

    ◦ 理由： たとえ中身が本物でも、ケース破損品は再販時に「傷物」として敬遠

されます。 

② ホログラムの質  

裏面のホログラムシールを確認します。 

本物は光の角度によって鮮明に色や模様が変化します。 印刷が粗くのっぺりしてい

る、あるいはシール自体が浮いている場合は、偽スラブです。 

 

 

2.4 ステップ3：光学鑑識（表面・エッジの違和感） 

いよいよコイン本体の鑑識です。ルーペ（または高解像度写真の拡大）で以下の3点

に集中してください。ここが「事故物件」かどうかを判別する境界線です。 



① 不自然な光沢（Artificial Luster）  

本来、未使用級のコインには、製造時の金属フローラインによって生じる「車輪状

の光沢（カートウィール・ラスター）」が見られます。 

光を当ててコインを回転させると、光の帯が風車のように回ります。 

これに対し、過去に薬品や布で洗浄（クリーニング）されたコインは、フローライ

ンが削れ、「鏡のように全面が均一に、のっぺりと光る」特徴があります。 

【Yes/No 判定】 

• 光沢が不自然に均一で、車輪のような回転が見られない。 

    ◦ → 判定：修復疑い（撤退推奨） 

② ヘアーライン（Hairlines）  

布などで強く擦られたコインには、一方向に流れるような無数の微細な傷（ヘアー

ライン）が入ります。 

これは肉眼では見えにくいため、必ず強い光源の下で角度を変えて確認してくださ

い。 

これが鑑定で見落とされている場合、購入後に価値が暴落するリスクがあります。 

 



③ リム（縁）とエッジの加工  

鋳造（Cast）で作られた偽物は、プレスで作られた本物と異なり、金属が金型に流

れ込む際の甘さが出ます。 

• リムの角： 本物は鋭く立っていますが、偽物は丸まっています。 

• エッジの継ぎ目： 側面に不自然なバリや、それを削った跡がないか確認してくだ

さい。 

【Yes/No 判定】 

• リムが甘い（丸い）、またはエッジに不自然な加工痕がある。 

    ◦ → 判定：NG（偽物の可能性大） 

 

 

 

 

 



2.5 ステップ4：出品者・説明文の「行間」を読む 

コインそのものだけでなく、それを売る人間の「意図」を見抜く心理的な鑑識で

す。 

① 「写真はイメージです」の罠  

説明文の隅に小さく「Stock Photo（在庫写真/イメージ）」と書かれていません

か？ あるいは、シリアル番号やコインの縁（エッジ）を隠すような撮り方をしてい

ませんか？ 

【Yes/No 判定】 

• 現物の写真ではない、または重要部分（番号・リム）が隠されている。 

    ◦ → 判定：警戒（問い合わせ必須、回答なければNG） 

    ◦ 理由： 不都合な真実（傷や変色）を隠している証拠です。 

② 感情的な売り文句  

「家宝級」「二度と出ない」「赤字覚悟」といった主観的な表現が多い出品者は危

険です。 プロのディーラーは、「1890年銘」「PCGS MS65」「カタログ番号KM#123

」といった客観的なデータ（Fact）で語ります。 

 感情で訴えてくるのは、データでは勝負できない質の悪いコインを売りたい時だけ

です。 

 

 

 



 

2.6 【結論】即時判定チェックリスト（コピー用） 

現場で迷ったときは、このリストを開いてください。 全ての項目にチェックが入ら

なければ、その購入ボタンを押してはいけません 

 

　No. 
チェック項目 判定基準（NGなら即撤退） 

　1 シリアル照合 公式DBの画像・データと、傷の位置やトーンが完全一致するか？ 

　2 スラブの状態 ケースに白濁、ヒビ、開封痕、接着剤の跡はないか？ 

　3 　光沢の質 表面は「車輪状」に光るか？（鏡のような均一なテカリは洗浄疑い） 

　4 エッジ・リム 縁の角鋭く立っているか？ 鋳造特有の丸まりはないか？ 

　5 写真の透明性 シリアはル番号や重要箇所を隠さず、現物の写真を使っているか？ 

　6 出品者の信頼 過去の評価に「偽物」「写真と違う」等のコメントはないか？ 

1つでも「No」があれば、理由は不要。即座に撤退してください。 それが、あなた

の資金を守る唯一の方法です。  



第3章：【実務】高額輸入・通関の完全攻略プロトコル：
～50万円の壁を無傷で突破する～ 

 

3.1 輸入の成否は「発送前」の5分で決まる 

50万円を超える高額なアンティークコインを輸入する際、最大の敵は「税関での足

止め」です。 

日本の税関は、価格の妥当性や分類（HSコード）について厳格なチェックを行いま

す。 

ここで対応を誤ると、商品は倉庫で長期間留め置かれ、日次で発生する高額な保管

料（Storage Fee）を請求されるだけでなく、最悪の場合は没収や過少申告のペナル

ティを課されるリスクがあります。 

多くの投資家が「到着してからの対応」に奔走しますが、これは手遅れです。 

トラブルの9割は、商品が海外を出発する前の「インボイス（送り状）の事前チェッ

ク」で防げます。 

 

 

 



3.2 ステップ0：鉄壁の「インボイス」防衛策（必須） 

セラー（売り手）に対し、発送前に必ず「コマーシャル・インボイスの下書き（PDF

）」を送らせてください。以下の項目が1つでも欠けていたり、曖昧だったりする

と、通関で止まります。 

【インボイス絶対確認 5つのチェックポイント】 

1. 正確な品名（Description）： 

    ◦ 単に "Gold Coin" では不十分です。「地金（投資用金）」と誤認されるリス

クがあります。 

    ◦ 必須記載： 発行年、国、素材（Gold/Silver）、鑑定グレード（PCGS MS65

等）。 

2. 収集品であることの明記： 

    ◦ 必ず "Numismatic Coin for collection"（収集用貨幣）と記載させてくださ

い。これが第3節で解説するHSコードの分類を有利にします。 

3. 価格の分離（Separation）： 

    ◦ 「商品単価」「送料」「保険料」がそれぞれ分けて記載されているか？（課

税価格の計算に必須です）。 

4. 通貨単位（Currency）： 

    ◦ USD, EUR, GBPなどが明記されているか？ 

5. Incoterms（インコタームズ）： 

    ◦ CIF（運賃・保険料込）か、FOB（船上渡し）か。通常はCIF扱いになります

が、明記がないと税関が独自に送料を見積もり、税額が高くなる可能性がありま

す。 



【コピペ用：セラーへの英語依頼文テンプレート】  

落札・購入直後、支払いと同時に以下のメッセージを送ってくださ

い。 

Subject: Urgent: Request regarding the commercial invoice for shipment 

Message: Hello, Regarding the shipment of the item I purchased, please issue a 

commercial invoice strictly including the following details to avoid customs trouble in 

Japan: 

1. Full Description: Year, Maker, Material (e.g., Gold 90%), Dimensions, and Grade 

(e.g., PCGS MS65). 

2. Item Category: Please describe it as "Numismatic Coin for collection" (Not just 

"Gold" or "Bullion"). 

3. Cost Breakdown: Unit price, Shipping cost, and Insurance (Must be stated 

separately). 

4. Incoterms: e.g., CIF / FOB 

Please send me the draft PDF before shipping. Thank you. 

和訳 

件名：至急：出荷用コマーシャル・インボイスの発行依頼 

メッセージ：こんにちは。購入した商品の出荷について、日本の通関手続きにおけるトラブルを避けるた

め、以下の情報を必ず記載したコマーシャル・インボイスを発行してください。 

1. 詳細情報：年、メーカー、素材（例：金90%）、寸法、グレード（例：PCGS MS65） 

2. 商品カテゴリー：「コレクション用貨幣」と記載してください（「金」や「地金」のみではなく）。 

3. 費用内訳：単価、送料、保険料（別途記載してください）。 

4. インコタームズ：例：CIF / FOB 

発送前にドラフトPDFをお送りください。ありがとうございます。 



3.3 ステップ1：税関の「疑い」を封じ込めるエビデンス・キット 

税関職員は、あなたがそのコインを「本当にその価格で買ったのか（アンダーバ

リューではないか）」を常に疑っています。 

特にアンティークコインは定価がないため、疑われやすい商品です。 

税関から照会が来てから慌てて資料を探すのは「負けパターン」です。購入した瞬

間に、以下の3点を「1つのPDFファイル」にまとめて保存してください。 

① 落札・購入画面のスクリーンショット 

• 重要： 商品写真だけでなく、「URL」と「価格」が同時に映っている状態で保存

してください。これが市場価格の証明になります。 

② 決済完了メール 

• PayPal、Stripe、またはオークションハウスからの「Payment Received」メー

ル。 

③ クレジットカード/銀行の利用明細（速報版） 

• Web明細のスクリーンショットで構いません。インボイスの請求額と、実際の引き

落とし額が「1円単位（または外貨単位）で一致していること」が最強の証明になり

ます。 

 

 

​
 



 

3.4 ステップ2：HSコード（統計品目番号）の戦略的
選択 

通関時、コインは主に2つの分類（HSコード）のいずれかに振り分けられます。 

• 第71類（7118）：貨幣 

    ◦ 一般的なコイン。金貨の場合、「投資用地金」と見なされると手続きが複雑

になる場合があります。 

• 第97類（9705/9706）：収集品・骨董 

    ◦ 9705： 収集品（Numismatic interest）。歴史的価値があるもの。 

    ◦ 9706： 制作後100年を超えたアンティーク。 

【Coin_Lab流 戦略】  

基本的には「収集品（97類）」としての申告を目指します。そのために、前述のイ

ンボイスに"Numismatic Coin for collection"（収集用貨幣） と記載させることが

重要です。また、発行から100年以上のコインであれば、"Antique of an age 

exceeding 100 years"と追記させることで、スムーズに通関できる可能性が高まり

ます。 

※最終的な分類決定権は税関にありますが、資料（鑑定書やカタログのコピー）を

添えて「これは単なる金塊ではなく、歴史的資料です」と主張する準備をしておく

ことが重要です。 

 

 

 



3.5 ステップ3：トラブル発生時の「神対応」テンプレート 

もし税関（または配送業者）から電話やメールで「価格が安すぎるのでは？」「詳

細を教えてください」と連絡が来ても、焦る必要はありません。  

以下のテンプレートを使い、24時間以内に回答してください。即答することで「や

ましいことはない」という強力なアピールになります。 

【コピペ用：税関への回答メール（和文）】 

件名： [問い合わせ番号/配送伝票番号] に関する資料提出の件 

本文： 〇〇税関（または配送業者通関担当） ご担当者様 

お世話になります。[氏名]です。  

先ほどお問い合わせいただきました輸入貨物の価格および詳細について回答いたし

ます。 

当該商品は、世界的なオークションハウスである[オークション名/販売店名]にて、

公開競り（または正規の手続き）によって落札・購入したものです。 

価格は市場原理に基づいた正当な取引価格です。価格の妥当性を証明するため、以

下の資料を添付いたします。 

1. 落札ページのスクリーンショット（URLおよび商品詳細記載） 

2. 決済完了時の通知メール 

3. クレジットカード（銀行）決済明細書 

インボイスに記載されている請求額は、私の実際の支払額と完全に一致しておりま

す。 また、本品は投資用地金ではなく、「収集用（コレクション）のアンティーク

コイン（Numismatic Coin）」です。 

速やかに通関手続きを進めていただけますよう、お願い申し上げます。 



[氏名] [電話番号] [住所] 

 

 

 

3.6 輸入消費税と保管のルール 

無事に通関を通過しても、最後に「輸入消費税」の支払いが待っています。 

① 輸入消費税の計算式（目安） 

• 課税標準額 ＝ CIF価格（商品代＋送料＋保険料）※関税が無税（フリー）であっ

ても、消費税（10%）はかかります。 

    ◦ 例：50万円のコイン＋送料保険2万円 ＝ 52万円 × 10% ＝ 5万2千円の消費

税 

② 納税証明書の「7年保存」  

支払った消費税の領収書（輸入許可通知書）は、絶対に捨てないでください。 

 将来、このコインを売却した際、この書類は「取得原価（仕入れ値）」を証明する

公的な証拠となります。 

また、万が一の税務調査の際にも、適正に納税して輸入したことを証明する唯一の

書類です。 

• プロの管理術： 紙の書類は感熱紙で消えやすいため、必ずスキャンして「コイン

の写真・鑑定番号」とセットでクラウド保存してください。 

 



第4章：天国と地獄の分岐点 ～他人の失敗で賢くなる
～ 

本章では、特に悲劇的だった3つの実例を共有します。 

 彼らは全員、資金力のある真面目な投資家でした。唯一欠けていたのは、「数字

（グレード）」の裏側にある真実を見抜く知識だけでした。  

これらの事例は、明日あなたに起こるかもしれない未来です。 

4.1 【事例A】「安すぎるMS65」に隠された罠～相場より安い
ものには、必ず「致命傷」がある～ 

• 購入者： 投資歴半年のAさん 

• 対象コイン： 19世紀の英国金貨（PCGS MS65） 

• 状況： Aさんは海外オークションサイトで、相場が100万円前後のMS65の金貨が、

80万円即決で売られているのを発見しました。「これは掘り出し物だ！」と確信

し、詳細画像を確認せずに購入ボタンを押しました。 

• 悲劇の結末： 数年後、売却のために国内のコイン専門店に持ち込んだところ、店

主の顔が曇りました。  

「Aさん、この数字（MS65）は本物ですが、打刻（Strike）が極めて弱いです。王冠

のディテールが潰れており、さらに輝き（Luster）も鈍い。プロのディーラーはこ

の個体を『MS63相当』としてしか評価しません」 

 提示された査定額は40万円。購入価格の半値でした。 

• 【鉄壁の教訓】 市場に「理由のない安売り」は存在しません。プロが見向きもし

ない「残り物」だから安いのです。「数字」を買うのではなく、「美しさ」を買わ

なければ、出口で地獄を見ます。 



4.2 【事例B】「最高鑑定PF70」という出口なき迷宮 

～希少性とグレードを混同した高値掴み～ 

• 購入者： セミナーに参加したBさん 

• 対象コイン： 現代発行の記念金貨（NGC PF70 Ultra Cameo） 

• 状況： 「最高グレードなら絶対に価値は下がらない」というセミナー講師の言葉

を信じ、Bさんは発行されたばかりのモダンコインの最高鑑定品（PF70）を300万円

で購入しました。 

• 悲劇の結末： 急な資金需要で売却を試みましたが、買い手がつきません。なぜな

ら、そのコインは発行枚数が多く、かつ現代の製造技術が高いため、市場に「PF70

」が数百枚も溢れかえっていたからです。  

「70であることが当たり前」のコインに希少価値はありません。結局、購入価格の4

割引きで損切りすることになりました。 

• 【鉄壁の教訓】 「70」という数字に酔ってはいけません。投資において最も重要

なのは「現存枚数（ポピュレーション）」です。供給過多の最高鑑定品は、ただの

「量産品」です。 

 

 

 



4.3 【事例C】「オールドホルダー」という名の時限爆弾 

～スラブ神話の崩壊と環境ダメージ～ 

• 購入者： ベテラン収集家を気取ったCさん 

• 対象コイン： 20年以上前の古いケースに入った銀貨 

• 状況： Cさんは、昔の厳しい基準で鑑定された「オールドホルダー」こそお宝だ

と信じ、プレミア価格で購入しました。 

• 悲劇の結末： 届いたコインをルーペで見ると、ケースの隙間から入り込んだ湿気

により、銀貨の縁に醜い黒ずみ（塩化）が進行していました。 

さらに、再鑑定（リグレード）に出したところ、環境ダメージ（Environmental 

Damage）と判定され、数字がつかない「Details評価」に格下げされました。 資産

価値は、購入時の1/10になりました。 

• 【鉄壁の教訓】 スラブは「不変の盾」ではありません。古いケースほど密閉性が

低く、内部で腐食が進んでいるリスクがあります。 

「オールドホルダー＝お宝」という盲信は、時を止めた事故物件を掴むことと同義

です。 

 

 

 

 



4.4 【生存戦略】Dさんの選択「安全圏（Safety Zone）」 

～勝つことより、負けないことを選んだ賢者～ 

一方で、着実に資産を増やしたDさんの事例を紹介します。 

• Dさんの戦略： 彼は「最高グレード」や「一攫千金」を狙いませんでした。 彼が

選んだのは、市場での取引量が多く、価格が安定している「定番の大型金貨」の

「準最高グレード（MS64）」でした。 

• 結果： MS65に比べて割安で仕入れたMS64は、市場の底上げとともに着実に値上が

りしました。また、定番銘柄であるため「いつでも売れる（流動性が高い）」状態

を維持できました。  

Dさんは言います。「派手な勝利はいらない。ただ、市場から退場しないものだけが

最後に笑う」と。 

 

 

 

 

 



第5章：資産防衛の総仕上げ（税務・管理） 

購入して終わりではありません。最後に、あなたの資産を国税（税務署）から守る

ための管理術を伝授します。 

5.1 輸入消費税は「コスト」ではなく「資産」である 

通関時に支払った「輸入消費税（10%）」を、単なる手数料だと思って捨てていませ

んか？ それは大きな間違いです。 将来、コインを売却して利益が出た際、確定申

告で「取得費（経費）」として計上できるのは、以下の合計額です。 

• コイン本体の代金 

• 輸入送料・保険料 

• 支払った輸入消費税 

つまり、納税証明書（輸入許可通知書）を紛失することは、将来の節税権利をドブ

に捨てることと同じです。 

 

 

 

 



5.2 「7年保存」の鉄則 

税法の規定により、取引に関する書類は「7年間」の保存が義務付けられています。

紙の感熱紙は数年で消えてしまうため、必ず以下のセットをデジタルデータ（PDF/

画像）にしてクラウドに保存してください。 

1. インボイス（Invoice） 

2. 輸入許可通知書（納税証明） 

3. 決済明細（カード/銀行） 

4. コインの高解像度写真 

万が一の税務調査の際、このファイルを見せるだけで、調査官はあなたの管理能力

を認め、スムーズに完了するでしょう。 

 

 

 

 

 



おわりに：コイン投資は「買う時」に勝負が決まる 

ここまで読み進めたあなたは、もう「カモ」ではありません。 スラブの数字に踊ら

されることなく、5秒で怪しい個体を見抜き、税関の壁を堂々と突破できる知識を

持っています。 

アンティークコイン投資には、古くからの格言があります。 「利益は売る時ではな

く、買う時に確定している」。 

安く買うことだけが正義ではありません。 「適正な価格で、将来も需要がある高品

質な個体を、正しいルートで手に入れること」。 これこそが、100万円の損失を回

避し、あなたの資産を10年、20年先まで守り抜く唯一の道です。 

さあ、本書の「即時判定チェックリスト」と「輸入テンプレート」を手に、市場へ

向かってください。 あなたのコレクションが、真の資産となることを祈っていま

す。 

Coin_Lab 
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	2.4 ステップ3：光学鑑識（表面・エッジの違和感） 
	 
	 
	2.5 ステップ4：出品者・説明文の「行間」を読む 
	 
	 
	2.6 【結論】即時判定チェックリスト（コピー用） 

	第3章：【実務】高額輸入・通関の完全攻略プロトコル：～50万円の壁を無傷で突破する～ 
	 
	3.1 輸入の成否は「発送前」の5分で決まる 
	 

	3.2 ステップ0：鉄壁の「インボイス」防衛策（必須） 
	【インボイス絶対確認 5つのチェックポイント】 
	【コピペ用：セラーへの英語依頼文テンプレート】  
	落札・購入直後、支払いと同時に以下のメッセージを送ってください。 

	3.3 ステップ1：税関の「疑い」を封じ込めるエビデンス・キット 
	 
	 
	​ 
	 
	3.4 ステップ2：HSコード（統計品目番号）の戦略的選択 
	3.5 ステップ3：トラブル発生時の「神対応」テンプレート 
	3.6 輸入消費税と保管のルール 

	第4章：天国と地獄の分岐点 ～他人の失敗で賢くなる～ 
	4.1 【事例A】「安すぎるMS65」に隠された罠～相場より安いものには、必ず「致命傷」がある～ 
	4.2 【事例B】「最高鑑定PF70」という出口なき迷宮 
	～希少性とグレードを混同した高値掴み～ 
	 
	 
	 
	4.3 【事例C】「オールドホルダー」という名の時限爆弾 
	～スラブ神話の崩壊と環境ダメージ～ 
	 
	 
	 
	 

	4.4 【生存戦略】Dさんの選択「安全圏（Safety Zone）」 
	～勝つことより、負けないことを選んだ賢者～ 

	第5章：資産防衛の総仕上げ（税務・管理） 
	5.1 輸入消費税は「コスト」ではなく「資産」である 
	 
	 
	 
	 
	5.2 「7年保存」の鉄則 
	 
	おわりに：コイン投資は「買う時」に勝負が決まる 


